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Ｐ２　特集  西会津を知り、楽しむ

Ｐ６　選挙が変わる

Ｐ８　まちからのお知らせ＆ニュース
　　　　自治区長会議を開催 ほか
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　　　　耶麻中体連陸上 ほか
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ス
イ
ン
・
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場)

７�

月
２
日
～
３
日
＝
第
３
回
会
津

街
道
探
索
ウ
ォ
ー
ク
（
阿
賀
町

～
上
野
尻
）

７�

月
10
日
＝
冨
士
山
山
開
き
（
新

郷
・
小
清
水
）

７�

月
18
日
＝
越
後
裏
街
道
花
立
峠

ウ
ォ
ー
ク
（
奥
川
・
大
舟
沢
）

７�

月
22
日
～
24
日
＝
い
い
で
の
集

い
（
飯
豊
連
峰
）

７�

月
24
日
＝
黒
地
蔵
例
祭
（
野

沢
・
常
泉
寺
）

※�

太
文
字
は
「
わ
く
わ
く
イ
ベ
ン

ト
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
の
対
象

イ
ベ
ン
ト

オ
ト
メ
ユ
リ
も
見
頃

　

町
の
花
「
オ
ト
メ
ユ
リ
」
は
、

南
東
北
周
辺
の
一
部
に
の
み
自
生

す
る
貴
重
な
花
で
す
。
町
内
で
は

安
座
地
区
や
西
平
・
雷
山
公
園
な

ど
に
群
生
し
て
お
り
、
６
月
上
旬

に
見
頃
を
迎
え
ま
す
。
ピ
ン
ク
色

の
か
れ
ん
な
花
を
咲
か
せ
、
そ
の

飾
ら
な
い
美
し
さ
は
見
る
者
の
心

を
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。

観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来

　

初
夏
の
日
差
し
が
差
し
込
み
、

山
並
み
は
も
え
、
過
ご
し
や
す
く

爽
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

外
出
の
機
会
が
増
え
て
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

春
は
、
町
内
各
所
で
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
町
で
は
、

こ
れ
ら
の
催
し
を
巡
っ
て
懸
賞
に

応
募
す
る
と
抽
選
で
豪
華
賞
品
が

当
た
る
「
西
会
津
わ
く
わ
く
イ
ベ

ン
ト
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
町
内

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
巡

り
、
西
会
津
を
観
光
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

６
月
～
７
月
の

イ
ベ
ン
ト
情
報

５�

月
１
日
～
６
月
30
日
＝
鳥
追
観

音
若
葉
祭
（
鳥
追
観
音
）

６�

月
１
日
～
６
月
30
日
＝
大
山
ま

つ
り
（
大
山
祇
神
社
）

６�

月
11
日
＝
草
木
を
ま
と
っ
て
山

の
か
み
さ
ま
（
大
山
祇
神
社
）

６�

月
11
日
～
12
日
＝
第
２
回
会
津

街
道
探
索
ウ
ォ
ー
ク
（
阿
賀
町)

６�
月
19
日
＝
奥
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
（
奥
川
み
ら
い
交
流
館
）

６�

月
25
日
＝
蛍
ま
つ
り
（
ロ
ー
タ

銚
子
の
口

　

阿
賀
川
の
渓
谷
の
中
で

も
特
に
有
名
な
景
勝
地
。

奇
岩
が
両
岸
か
ら
せ
り
出

し
、
お
銚
子
の
く
び
れ
の

よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
春

に
は
新
緑
、
秋
に
は
紅
葉

の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
楽
し
め

ま
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

町
の
観
光
名
所

西
会
津
を
知
り
、楽
し
む見る
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大
山
祇
神
社

　

一
生
に
一
度
の
願
い
は
、
３
年

続
け
て
お
参
り
す
れ
ば
、
な
じ
ょ

な
願
い
も
聞
き
な
さ
る
（
ど
ん
な

願
い
も
叶
え
て
く
れ
る
）
野
沢
の

山
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ
、
年
間

を
通
し
て
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ

ま
す
。
山
岳
丘
陵
の
守
護
神
で
水

源
・
水
利
の
神
「
大

お
お
や
ま
づ
み
の
み
こ
と

山
祇
命｣

、

長
寿
の
守
護
神
「
岩い

わ
な
が
ひ
め
の
み
こ
と

長
比
売
命｣

、

良
縁
・
安
産
の
守
護
神
「
木こ

の
は
な
さ
く

花
咲

耶や
ひ
め
の
み
こ
と

姫
命
」
の
親
娘
三
神
が
ま
つ
ら

れ
て
い
ま
す
。
駐
車
場
近
く
の
拝

殿
で
も
参
拝
可
能
で
す
が
、
樹
齢

４
０
０
年
を
超
え
る
杉
並
木
の
参

道
を
１
時
間
30
分
（
約
４
㎞
）
ほ

ど
行
っ
た
先
に
御
本
社
が
あ
り
、

そ
こ
ま
で
行
け
ば
山
の
パ
ワ
ー
を

存
分
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

毎
年
６
月
に
は
大
山
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
、
開
催
中
の
週
末
は
境

内
で
野
だ
て
や
御
神
楽
奉
納
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

大
山
祇
神
社
☎
45
︱
２
３
２
３

鳥
追
観
音
如
法
寺

　

会
津
こ
ろ
り
三
観
音
の
ひ
と
つ
。

木
造
聖
観
音
立
像
な
ど
４
体
の
仏

像
と
観
音
堂
、
仁
王
門
が
県
指
定

重
要
文
化
財
で
す
。
縁
結
び
・
子

授
け
・
安
産
・
子
育
て
・
厄
除
け

・
長
寿
と
さ
ま
ざ
ま
な
ご
利
益
が

あ
り
ま
す
。
観
音
堂
に
は
左
甚
五

郎
作
と
伝
わ
る
「
隠
れ
三
猿
」
の

彫
刻
が
あ
り
、
こ
れ
を
見
つ
け
ら

れ
れ
ば
運
が
開
き
「
福
マ
サ
ル
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
追
観
音
如
法
寺

�

☎
45
︱
２
０
６
１

ふ
る
さ
と
自
慢
館

　

町
の
歴
史
や
文
化
を
知
る
な
ら

こ
こ
。
渡
部
思
斎
が
開
い
た
私
塾

「
研
幾
堂
」
か
ら
生
ま
れ
た
偉
人

た
ち
を
歴
史
的
な
資
料
を
交
え
て

紹
介
す
る
な
ど
、
か
つ
て
宿
場
町

と
し
て
栄
え
た
野
沢
の
歴
史
を
後

世
へ
と
伝
え
る
小
さ
な
資
料
館
。

　

４
月
か
ら
飲
食
・
交
流
ス
ペ
ー

ス
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

西
会
津
町
商
工
会

�

☎
45
‐
３
２
３
５

▲①大山祇神社拝殿／②御神楽奉納／③御本社／④野だて

▲鳥追観音・観音堂

▲  

 道路向かいでは全国に２カ所し
かないロータリー車とラッセル
車の展示を鑑賞できます

▼ふるさと自慢館の外観

４月にオープンした自慢館の飲食 ▲

・交流スペース。壁一面に西会津
の歴史や偉人が紹介されています

①

② ③ ④

見る
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手
打
ち
、
十
割
。

こ
だ
わ
り
の
そ
ば

　

町
内
産
の
そ
ば
粉
１
０
０
％
の

十
割
そ
ば
で
、
そ
ば
の
濃
厚
な
香

り
と
つ
る
り
と
し
た
の
ど
越
し
が

味
わ
い
深
い
一
品
。

　

秋
に
は
町
内
各
地
で
そ
ば
ま
つ

り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
そ
ば
フ
ァ
ン

が
詰
め
掛
け
ま
す
。

　

西
会
津
の
ご
当
地
グ
ル
メ
み
そ

ラ
ー
メ
ン
は
、
ひ
き
肉
と
西
会
津

産
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
う
ま
味
を
引

き
出
し
た
ち
ょ
っ
ぴ
り
甘
い
ス
ー

プ
が
ち
ぢ
れ
麺
に
良
く
絡
み
、
や

み
つ
き
に
な
る
一
品
。

　

平
成
22
年
に
浪
江
町
で
開
か
れ

た
県
内
の
ご
当
地
グ
ル
メ
の
味
を

競
う
「
福
島
の
う
ま
い
も
ん
№
１

決
定
戦
」
で
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
く

な
ど
、
何
度
で
も
食
べ
た
く
な
る

そ
の
味
は
ま
さ
に
絶
品
で
す
。
町

内
に
は
多
く
の
ラ
ー
メ
ン
店
が
あ

り
ま
す
が
、
店
舗
ご
と
に
作
り
方

が
少
し
ず
つ
違
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

お
い
し
さ
を
楽
し
め
ま
す
。

ご
当
地
グ
ル
メ

西
会
津
み
そ
ラ
ー
メ
ン

　西会津高校の生徒で組織する「西高魅
力発見隊」の皆さんが町内菓子店と共同
で商品開発したスイーツ。町の特産品
「車麩」を使用しています。ほのかな甘
みにしっかりとした歯ごたえが食欲をそ
そり、ついつい「もう一個」と手がのび
ます。

車麩ラスク（高校生による商品開発�第１弾）

　野菜ソムリエ・木村正晃氏プロデュー
スで、町内産のミネラル野菜をふんだん
に使用した地産地消のレストランでは、
季節ごとに旬の野菜をビュッフェスタイ
ルで味わえます。素材の味を最大限に引
き出した料理は、野菜本来のおいしさを
発見できます。

ミネラル野菜ビュッフェ

　米粉を使ったバンズに味付けした
車麩と町内産のミネラル野菜を挟んだ
ヘルシーなバーガー。平成21年に会津大
学の学生と共同開発したこのバーガーは、
今では道の駅にしあいづの定番となって
います。

ベジメルバーガー

みそラーメンだけじゃなく、
ソースかつ丼やお寿司もおいしい！

食
るべ
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体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

▼
自
然
織
り
＝
自
然
の
草
木
を

使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ス
タ
ー

作
り
体
験
▼
そ
ば
打
ち
＝
町
内
の

そ
ば
打
ち
名
人
と
一
緒
に
そ
ば
打

ち
体
験
▼
絵
付
け
体
験
・
工
房
見

学
＝
会
津
の
伝
統
工
芸
・
張
り
子

に
絵
付
け
し
、
自
分
だ
け
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
張
り
子
が
作
れ
ま
す
▼
酒

造
見
学
＝
町
内
の
酒
蔵
を
見
学
で

き
ま
す
▼
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
収
穫
▼

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
収
穫 

な
ど

問
い
合
わ
せ
先

　

に
し
あ
い
づ
観
光
交
流
協
会

　

☎
45
︱
２
２
１
３

山
と
語
ら
う

　

町
に
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
向
け
の

低
山
か
ら
本
格
登
山
者
向
け
の
険

し
い
山
ま
で
、
多
彩
な
山
々
が
あ

り
ま
す
。
季
節
ご
と
の
花
や
植
物
、

そ
し
て
山
頂
か
ら
の
絶
景
な
ど
、

登
山
の
魅
力
を
存
分
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

初
級
＝
▼
飯
谷
山(

標
高
７
８
３

ｍ
、
小
杉
山
登
山
口)

▼
須
刈
岳

(

標
高
４
３
８
ｍ
、
上
野
尻
登
山
口)

▼
鳥
屋
山(

標
高
５
８
０
ｍ
、
軽
沢

登
山
口)

▼
冨
士
山(

標
高
５
０
９

ｍ
、
漆
窪
登
山
口)

▼
竜
ヶ
岳(

標

高
５
３
２
ｍ
、
安
座
登
山
口
・
塩

喰
登
山
口)�

中
級
＝
▼
鏡
山(

標
高

１
，
３
３
９
ｍ
、
弥
生
登
山
口
・

弥
平
四
郎
登
山
口)

▼
高
陽
山(

標

高
１
，
１
２
６
ｍ
、
中
ノ
沢
登
山

口)�

上
級
＝
▼
飯
豊
連
峰(

２
，

１
０
５
ｍ
、
弥
平
四
郎
登
山
口)

　廃校を利用した文化交流施設・
西会津国際芸術村。企画展や公募
展、ワークショップなど、年間を
通して多彩なイベントを開催し、
レトロな木造校舎の空間が生み出
す非日常が楽しめます。
▶西会津国際芸術村�☎47－3200

西会津国際芸術村

いいでの集い

参加者募集!
　７月22日(金)～24日(日)の２泊
３日の日程で、２，０００メート
ル級の山々が連なる飯豊連峰の山
岳自然美を探勝しながら参加者同
士の交流を深めます。
◆参加資格　
　�高校生以上の健康な人(飯豊連
峰は上級者向けの山です)

　※定員50名
◆参加費
　１人２３，０００円
　(高校生は１９，０００円)
◆申し込み締め切り
　６月24日(金)
　※定員になり次第締め切り
◆問い合わせ先
　いいでの集い実行委員会事務局
　(西会津町商工観光課内)
　☎45－2213
※�電話のみでの申し込みはできま
せん。郵送またはＦＡＸ、電子
メールで必ず申込書を提出くだ
さい(申込書は町ホームページ
からダウンロードできます)。

※�詳細は町ホームページをご覧く
ださい。

楽
むし
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て
得
票
順
に
当
選
し
ま
す
。
投
票

用
紙
に
は
候
補
者
の
氏
名
を
記
入

し
ま
す
。

　

比
例
代
表
選
挙
＝
総
得
票
数
に

基
づ
い
て
各
政
党
の
当
選
人
数
が

決
ま
り
、
得
票
数
の
多
い
候
補
者

か
ら
当
選
し
ま
す
。
投
票
用
紙
に

は
候
補
者
の
氏
名
ま
た
は
政
党
名

を
記
入
し
ま
す
。

選
挙
違
反
は

未
成
年
で
も
処
罰

　

選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴

い
、
18
歳
以
上
の
未
成
年
で
も
選

挙
運
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
逆
に
未
成
年
で
も
罰
せ
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
知
ら
な

い
う
ち
に
選
挙
違
反
と
な
ら
な
い

よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆�

選
挙
運
動
が
で
き
る
の
は
公
示

日
に
候
補
者
が
立
候
補
の
届
け

出
を
し
た
と
き
か
ら
投
票
日
の

前
日
ま
で
で
す
。

◆�

前
述
の
期
間
中
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
も
選
挙
運
動
を
行
え
ま
す
が
、

　

�

同
じ
高
校
生
で
も
18
歳
未
満
の

人
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
電

子
メ
ー
ル
を
使
用
し
た
選
挙
運

動
は
候
補
者
や
政
党
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。

選
挙
権
年
齢
が

18
歳
以
上
に

　

今
夏
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

か
ら
は
、
選
挙
権
年
齢
が
従
来
の

｢

20
歳
以
上｣

か
ら｢

18
歳
以
上｣

に

引
き
下
げ
ら
れ
、
全
国
の
18
歳
、
19

歳
約
２
４
０
万
人
が
新
た
に
投
票

で
き
る
よ
う
に
な
る
見
通
し
で
す
。

　

選
挙
権
年
齢
の
見
直
し
は
、
現

行
の｢

20
歳
以
上
の
男
女｣

と
な
っ

た
１
９
４
５
年
の
改
正
以
来
、
約

70
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。

　

国
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
日
本
の
未
来
を
つ
く
り
担
う

10
代
の
皆
さ
ん
が
選
挙
権
を
持
つ

こ
と
で
、
日
本
の
あ
り
方
を
決
め

る
政
治
に
関
与
し
て
も
ら
い
、
若

者
の
声
を
政
治
に
届
け
て
ほ
し
い

と
い
う
意
図
を
も
っ
て
選
挙
権
年

齢
を
引
き
下
げ
ま
し
た
。

海
外
の
選
挙
権
年
齢

　

国
立
国
会
図
書
館
が
調
査
し
た

世
界
の
１
９
１
の
国
・
地
域
で
は
、

９
割
近
く
が
日
本
の
衆
議
院
に
当

た
る
下
院
の
選
挙
権
年
齢
を
「
18

歳
以
上
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
中
心
に
さ
ら
に
引
き
下

げ
る
動
き
も
活
発
化
し
て
お
り
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
す
で
に
「
16

歳
以
上
」
へ
の
引
き
下
げ
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

投
票
の
流
れ

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
場
合
、

投
票
日
の
17
日
前
ま
で
に
公
示
さ

れ
、
立
候
補
の
届
け
出
と
と
も
に

各
候
補
者
が
選
挙
運
動
を
始
め
ま

す
。
そ
し
て
公
示
日
の
翌
日
か
ら

は
期
日
前
投
票
と
不
在
者
投
票
が

始
ま
り
、
私
た
ち
が
実
際
に
投
票

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
は
、

原
則
都
道
府
県
の
区
域
を
単
位
と

す
る｢

選
挙
区
選
挙｣

の
投
票
と
、
全

国
を
ひ
と
つ
の
単
位
と
す
る｢

比
例

代
表
選
挙｣

の
投
票
が
あ
り
ま
す
。

　

選
挙
区
選
挙
＝
選
挙
区
の
当
選

人
数(
福
島
県
は
１
名)

に
合
わ
せ

今
夏
ス
タ
ー
ト
、
18
歳
選
挙
権

選
挙
が

   

変
わ
る
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―
選
挙
に
は
ど
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
か
？

　

選
挙
の
際
は
、
立
候
補
者
が
町

中
を
大
き
な
声
で
演
説
し
な
が
ら

回
る
た
め
、
騒
が
し
い
と
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
堅
苦

し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

―
選
挙
権
年
齢
が
20
歳
以
上
か

ら
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
思
い
ま
す

か
？

　

選
挙
は
、
自
分
の
中
で
は
ま
だ

先
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
ま
だ
18
歳
に
な
っ
た
ば
か
り

で
、
し
っ
か
り
と
適
任
者
を
選
べ

る
か
心
配
で
す
。
未
来
を
左
右
す

る
か
も
し
れ
な
い
１
票
を
、
私
な

ん
か
が
投
票
し
て
い
い
の
だ
ろ
う

か
と
思
い
ま
し
た
。

―
若
者
世
代
の
投
票
率
が
低
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
す
れ

ば
若
い
人
が
投
票
に
行
く
と
思
い

ま
す
か
？

　

投
票
し
た
ら
何
か
も
ら
え
た
り
、

投
票
し
な
い
場
合
の
罰
則
が
あ
っ

た
り
す
れ
ば
投
票
に
い
く
と
思
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
投
票
が
「
権
利
」
で
は
な
く

「
義
務
」
で
、
投
票
し
な
い
場
合

は
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
海
外

の
制
度
を
取
り
入
れ
る
の
も
ひ
と

つ
の
手
だ
と
思
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
町
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
立
候
補
者
が
ど
の
よ
う
な
人

か
分
か
る
よ
う
に
政
見
放
送
を
流

し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
よ
う
に
初
め
て
の
人
が

投
票
に
行
く
き
っ
か
け
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

―
ズ
バ
リ
、
選
挙
が
実
施
さ
れ

た
ら
投
票
に
い
き
ま
す
か
？

　

ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
自
分
の

１
票
に
自
信
が
持
て
ま
せ
ん
が
、

自
信
を
持
て
る
よ
う
に
選
挙
の
こ

と
を
学
び
、
投
票
に
行
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
夏
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
当
日
、

町
内
に
設
置
予
定
の
投
票
所
は

全
部
で
20
カ
所

中
央
投
票
区 

… 

役
場
前
投
票
所

中
野
投
票
区 

… 

大
久
保
集
会
所

安
座
投
票
区 

… 

安
座
集
会
所

尾
野
本
投
票
区 

… 

林
業
研
修
セ
ン
タ
ー

尾
登
投
票
区 

… 

尾
登
集
会
所

縄
沢
投
票
区 

… 

広
谷
寺

上
谷
投
票
区 

… 

旧
尾
野
本
小
学
校
上
谷
分
校

黒
沢
投
票
区 

… 

黒
沢
公
民
館

牛
尾
投
票
区 

… 

牛
尾
集
会
所

群
岡
投
票
区 

… 

旧
群
岡
中
学
校

徳
沢
投
票
区 

… 

徳
沢
集
会
所

白
坂
投
票
区 

… 

白
坂
集
会
所

屋
敷
投
票
区 

… 

屋
敷
集
会
所

高
目
投
票
区 

… 

高
目
集
会
所

樟
山
投
票
区 

… 

新
郷
連
絡
所

井
谷
投
票
区 

… 

井
谷
集
会
所

橋
屋
投
票
区 

… 

橋
屋
集
会
所

奥
川
投
票
区 

… 

奥
川
み
ら
い
交
流
館

極
入
投
票
区 

… 

極
入
集
会
所

弥
平
四
郎
投
票
区 

… 

旧
奥
川
小
学
校
弥
平
四
郎
分
校

選
挙
当
日
に
投
票
で
き
な
い
場
合
は

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
で

期
日
前
投
票 

… 

役
場
前
投
票
所

不
在
者
投
票 

… 

滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

西会津高校３年

長谷川��竣
しゅん

�一
いち

�さん（松尾）

今
夏
ス
タ
ー
ト
、
18
歳
選
挙
権

選
挙
が

   

変
わ
る

18歳になった
西高生にインタビュー

まだ勉強不足ですが、これから選挙の
ことを学び、投票に行ってみたい！



Nishiaizu 　8

　本年度の自治区長会議は４月27日に町公民館で開催
し、本年４月から新たに自治区長となった31人の代表・
長谷川誠さん(下野尻)が伊藤町長から委嘱状を受け取
りました。その後、自治区と町役場をつなぐ橋渡し役
として活動する自治区長の皆さんに伊藤町長が最近の
町政の概要を説明し、理解と協力をお願いしました。

野沢地区　１町内＝渡部信一、２町内＝渡部邦男、３
町内＝渡部哲夫、４町内＝阿部守夫、５町内＝渡邉昇
二、６町内＝伊藤政憲、７町内＝池田清志、８町内＝
新澤光男、９町内１＝川口良平、９町内２＝小柳博巳、
10町内＝橋谷田裕治、下小屋＝小柴正意、西平＝大沼
哲、四岐＝大沼喜明、芝草＝大槻忠好、芹沼＝武藤新
一、堀越＝齋藤俊二、塩喰＝清野勇喜、中野＝長谷川
正美、大久保＝小瀧達男、牧＝渡部常男、安座＝長谷
川隆夫
尾野本地区　森野＝新田博美、西原＝平野延夫、萱本
＝渡部定衛、松尾＝鈴木靜、尾登＝齋藤敏男、上小島
＝渡部良次、下小島＝佐藤三郎、西林＝福井孝二、西
林東＝土岐充、さゆりが丘＝長谷川正、縄沢＝長谷川
秀力、青坂＝三留儀行、軽沢＝鈴木洋、程窪＝新田康
弘、泥浮山＝伊藤一、長桜＝田崎眞平、山口＝齋藤衛、
牛尾＝目黒裕介、出ヶ原＝佐藤悦美、小杉山＝田崎衛、
黒沢＝長谷川優
群岡地区　上野尻＝廣瀬渉、下野尻＝長谷川誠、端村

＝加藤浩一、徳沢＝猪俣静也、宝川＝佐藤新一、白坂
＝渡部修、屋敷＝伊藤優一、楢木平＝石川正光、熊沢
＝佐藤勘一
新郷地区　呼賀＝伊藤正市、平明＝薄祥男、原＝五十
嵐隆二、新村＝薄俊一、樟山＝武藤愼一、滑沢＝鈴木
六夫、滝坂＝佐藤久一、柴崎＝佐藤清治、橋立＝佐藤
健一、井谷＝薄幸一、八重窪＝武藤武次、橋屋＝佐藤
良喜、戸中＝長谷川賢一、高目＝佐藤秀孝、小清水＝
長谷沼勇吉、漆窪＝山口隆司、荒木＝岩橋敬二
奥川地区　杉山＝佐藤時男、向原＝坂井雄司、塩＝伊
藤重人、新町＝宮田秀世、道目＝井上國男、下松＝小
野木洋一、山浦＝宮澤一一、出戸＝長谷川富保、中ノ
沢＝矢部榮一、松峯＝矢部征男、中町＝岩橋義平、小
山＝猪俣泰典、真ヶ沢＝矢部傳次郎、宮野＝五十嵐政
夫、梨平＝玉木達雄、小屋＝神田守、極入＝佐藤幸一、
弥平四郎＝篠木留吉、小綱木＝結城和夫、大舟沢＝
五十嵐靖夫� �[太字は新任区長、全て敬称略]

　町公民館の分館長、部長部員、スポーツ推進委員が
決まりました。任期は平成28年４月１日から平成30年
３月31日までの２年間です。｢講座を開きたい」｢講演
会を行いたい」など、分館活動を実施したい場合は、
お気軽に近くの分館長などにご相談ください。

公民館分館長　尾野本分館長＝五十嵐孝明(萱本)、群
岡分館長＝齋藤修(上野尻)、新郷分館長＝佐藤健一
(橋立)、奥川分館長＝岩橋義平(中町)

公民館部長　野沢地区＝和田武士(10町内)、片浦智由
輝(芝草)、船橋勉(９町内２)　尾野本地区＝青津千恵
(縄沢)、杉原辰徳(松尾)、佐藤重雄(上小島)、長谷川正
(さゆりが丘)、坂本芳夫(西林)　群岡地区＝星敬介(上野
尻)、藤原伸(下野尻)、岩倉剛士(上野尻)、佐藤隆行(宝
川)　新郷地区＝會澤和義(漆窪)、長谷沼徳義(小清水)、
鈴木正裕(新村)、古川和博(橋屋)、石川重治(柴崎)　

奥川地区＝尾形隆文(新町)、川上英二(下松)、熊倉友
和(新町)、杉本昌登(向原)、猪俣泰典(小山)

公民館部員　野沢地区＝大沼昭𠮷(１町内)、上野敏貴
(６町内)、平野浩光(３町内)、佐藤広大(６町内)　尾野
本地区＝目黒慎吾(牛尾)、渡部清仁(黒沢)、五寧陽平
(西林東)、長谷川友美(縄沢)、新田隼人(萱本)　群岡
地区＝佐藤健吾(上野尻)、山口悟(徳沢)、石川健(楢
木平)、齋藤拓郎(熊沢)　新郷地区＝小柴弘二(戸中)、
伊藤友子(呼賀)、武藤勝己(滑沢)、上田仁志(井谷)、矢
部英紀(樟山)　奥川地区＝片岡建三(塩)、坂井康司(向
原)、五十嵐昭雄(小屋)、佐藤義信(塩)、伊藤武美(塩)

スポーツ推進委員　野球＝渡部暁(２町内)、バレー
ボール＝長谷川学(縄沢)、陸上＝長谷川辰男(下野尻)、
水泳＝上野好恵(井谷)、サッカー＝熊倉友和(新町)
� [全て敬称略]

  自治区長会議を開催  新任区長は31人

  町公民館の分館長などが新体制に
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有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
【問い合わせ先】

企画情報課・情報政策係　☎４５－４５３６

まちの人口（５月１日現在）
� （前月比）
　人　口� ６，８５１人　�（－１１人）
　 男 � ３，３０８人　�（＋　２人）
　 女 � ３，５４３人　�（－１３人）
　世　帯� ２，７２８世帯　�（－　２世帯）

ご結婚おめでとう
小　関　幸　平　　　　喜多方市
石　川　美　奈　　　　下野尻

お悔やみ申し上げます
飯　澤　榮　司（62）　功　司　　父　　７町内
佐　藤　則　男（62）　哲　也　　父　　９町内１
伊　藤　喜代嗣（84）　正　広　　父　　芝　草
渡　部　美年子（83）　良　次　　母　　上小島
武　藤　　　光（92）　愼　一　　母　　樟　山
髙　橋　ナツヨ（80）　　悟　　　母　　出　戸
玉　木　善　弘（78）　善　喜　　父　　梨　平
佐　藤　ミツイ（94）　文　男　　母　　極　入
小　椋　　　新（80）　忠　彦　　父　　弥平四郎

　５月17日に臨時会が開かれ、次の３議案が原案のと
おり可決されました。
◆�町税条例等の一部を改正する条例の専決処分の承認
＝地方税法の改正に伴う条例改正の承認

◆�平成28年度一般会計補正予算(第２次)＝認定こども

園整備事業の実施設計完了に伴う追加工事費など計
５，７９０万円を増額

◆�平成28年度町住宅団地造成事業特別会計補正予算
(第１次)＝本年度新たに分譲申し込みが２件あった
ことから４７６万９千円を増額

　現況届は、毎年６月１日を基準日に児童手当受給者
の状況を把握し、６月分以降の児童手当などを引き続
き受給できる要件（児童の監督や保護、生計同一関係
など）を満たしているかどうかを確認するためのもの
です。対象者には６月上旬に関係書類を送付しますの
で、提出をお願いします。
　現況届の提出がない場合は、６月分以降の児童手当
を受給できなくなります。忘れずに提出しましょう。

◆提出期限　６月30日（木）
◆提出･問い合わせ先　健康福祉課　☎45－2214
◆必要な添付書類
　◎�健康保険被保険者証の写し（国民健康保険に加入

している場合は不要）
　※�平成28年１月１日時点で本町に住所がなかった場

合は、前住所地の市区町村長が発行する児童手当
用所得証明書（平成27年所得分）が必要です。

お誕生おめでとう
青　木　　　蓮

れん

くん�　　基至・千明� 西林東

有料広告欄 [詳細は広告主に問い合わせください]

戸籍の窓口  [４月受付分]

  町議会臨時会報告  議案３件を可決

  児童手当受給には
  現況届の提出が必要です！



Nishiaizu 　10

　５月12日、耶麻管内中学校体育大会陸上競技大会がさゆり
公園で開かれ、管内10校から約４４０人が参加しました。前
日の雨天により、グラウンドコンディションが良いとはいえ
ない中での競技となりましたが、選手の皆さんは日頃の練習
の成果を発揮し、全力で競い合っていました。
　西会津中は自己ベストを更新した選手も多く、女子総合３
位、男子総合５位、男女総合４位の素晴らしい結果を残しま
した。また、競技の合間には西会津中の皆さんが自校以外の
９校にも学校ごとにそれぞれエールを送り、競技中も自校、
他校にかかわらず全ての選手が競技を終えるまで声援を送っ
ていました。

西中生が大健闘！ 耶麻中体連陸上
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地域で見守り 10事業者と協定締結
　町では、地域で企業活動を行う事業者の協力により住
民の異変の早期発見、早期対応に向けた連絡体制をつく
るため、５月10日、「地域見守りネットワークの取り組
みに関する協定」を移動販売や配達、交通、金融業務を
担う10事業者と締結しました。
　協定締結式で伊藤町長は「皆さんのご協力に感謝しま
す。安心・安全なまちづくりのため、よろしくお願いし
ます」とあいさつし、事業者代表の鈴木和雄野沢郵便局
長が「町民の皆さんの安心・安全を守る一助となれば」
と思いを語りました。

新たな地域おこし協力隊が着任
　４月15日、新たな地域おこし協力隊員として間

ま せ

瀬央
ひさ

也
や

さんが着任し、町役場で委嘱状交付式を行いました。式
で伊藤町長は「積極的に地域にかかわり、持てる力を存
分に発揮してください」と訓示を述べました。｢再生を
テーマに、失われつつあるものに手を加え、新たな魅力
に変えていきたい」と抱負を語る間瀬さんは、西会津国
際芸術村を拠点に「芸術・アート」の分野で活動します。
町が委嘱する地域おこし協力隊員は「観光・ツーリズム｣
「商品開発・産業６次化｣「移住定住・空き家活用｣「歴
史・文化」の分野と合わせ全員で５人となりました。

２代目｢にしあいづ観光クルー｣決定
　初代「にしあいづ観光クルー」の任期満了を迎え、４
月28日に新たな「にしあいづ観光クルー」の選考審査会
が行われました。伊藤町長をはじめ観光関係者など７人
の選考委員が「町の好きなところ」や「どこに案内した
いか」などの質問をしながら審査を行い、その結果、榎
本梨

り な

奈さん(写真左)、齋藤貴
たか

子
こ

さん(同・中央)、青津奈
な

菜
な

さん(同・右)が２代目「にしあいづ観光クルー」に選
ばれました。３人は今後３年間、にしあいづ観光交流協
会のもと、西会津町の顔として、観光や町全体のＰＲ、
セールス活動を通し町の魅力を発信していきます。

いにしえの会津街道を探索
　新潟県新発田市から会津若松市までの全長約１０８㎞
に及ぶ旧会津（越後）街道を１泊２日の５回シリーズで
歩く「会津街道探索ウォーク」の第１回が５月14日、15
日ににしあいづ観光交流協会の主催で開催されました。
新潟県新発田市から阿賀町までの約28㎞を踏破した今回、
参加者の皆さんは観光ボランティアガイドの解説に耳を
傾けながらゆっくりと歩を進め、いにしえに思いをはせ
ていました。今後は６月11日、12日に第２回、７月２日、
３日に第３回、９月と10月にそれぞれ１回ずつ開催を予
定しています。
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ど
う
し
て
む
し
歯
に

な
る
の
？

　

私
た
ち
が
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り

す
る
と
、
歯
の
隙
間
な
ど
に
食
べ

か
す
が
残
り
ま
す
。
む
し
歯
菌
は
、

そ
こ
に
残
っ
た
糖
分
を
分
解
し
て

酸
を
作
り
出
し
、
歯
を
溶
か
し
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
酸
に
よ
っ
て

歯
が
溶
け
た
状
態
を
む
し
歯
と
い

い
ま
す
。

乳
歯
の
む
し
歯
を

放
置
す
る
と
…

　

乳
歯
は
永
久
歯
が
き
ち
ん
と
生

え
る
よ
う
に
導
く
目
印
で
、
生
え

る
べ
き
場
所
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

む
し
歯
に
よ
り
乳
歯
が
早
く
抜
け

て
し
ま
う
と
、
永
久
歯
が
正
し
い

位
置
に
生
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

む
し
歯
菌
は

大
人
か
ら
う
つ
る

　

む
し
歯
菌
は
、
産
ま
れ
た
ば
か

り
の
赤
ち
ゃ
ん
の
口
の
中
に
は
い

ま
せ
ん
。
家
族
が
使
っ
た
食
器
で

そ
の
ま
ま
赤
ち
ゃ
ん
に
食
べ
さ
せ

た
り
、
口
移
し
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
家
族
か
ら
む
し
歯
菌
が
感
染

し
ま
す
。
箸
や
ス
プ
ー
ン
は
別
の

も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
予
防
の
た
め
に

①
歯
磨
き
を
す
る

　

子
ど
も
が
磨
い
た
後
は
、
丁
寧

に
仕
上
げ
磨
き
を
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

②
お
や
つ
に
注
意

　

子
ど
も
の
栄
養
摂
取
に
お
や
つ

は
重
要
で
す
。
し
か
し
、
長
時
間

か
け
て
甘
い
食
べ
物
や
飲
み
物
を

摂
取
し
続
け
る
と
、
歯
の
再
石
灰

化
が
追
い
つ
か
な
く
な
り
、
む
し

歯
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
お

や
つ
は
時
間
を
決
め
て
食
べ
ま

し
ょ
う
。

③
歯
の
質
を
強
く
す
る

　

む
し
歯
に
な
り
に
く
い
歯
を
つ

く
る
に
は
、
歯
科
医
院
や
町
の
健

診
で
で
き
る
フ
ッ
素
塗
布
が
有
効

で
す
。
ま
た
、
市
販
の
フ
ッ
素
配

合
歯
磨
き
剤
を
使
用
す
る
こ
と
も

有
効
で
す
。

保
育
所
の
取
り
組
み

　

町
内
保
育
所
で
は
、
健
診
で
む

し
歯
の
な
か
っ
た
子
や
む
し
歯
を

治
し
た
子
を
表
彰
し
て
い
る
ほ
か
、

歯
磨
き
を
習
慣
付
け
る
た
め
の
歯

磨
き
カ
レ
ン
ダ
ー
の
実
施
、
歯
の

衛
生
通
信
の
発
行
、
フ
ッ
素
配
合

歯
磨
き
剤
で
の
歯
磨
き
な
ど
、
む

し
歯
予
防
に
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
健
康
問
題
で
最
も
多
い
「
む
し
歯
」
は
、
気
づ
か
な
い
う
ち

に
で
き
て
、
徐
々
に
進
行
し
て
い
く
病
気
で
す
。
特
に
、
歯
が
生
え
て
間

も
な
い
時
期
に
で
き
や
す
い
た
め
、
子
ど
も
の
病
気
と
も
い
え
ま
す
。

　
む
し
歯
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
幼
い
と
き
か
ら
家
族
全
員
で
む
し
歯
予
防

に
取
り
組
み
、
習
慣
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
歯
科
医
院
で
定
期
健
診
を
受
け
る
な
ど
、
家
族
全
員
で
お

口
の
健
康
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

　

3
月
16
日
、
３
歳
児
7
人
を
対

象
に
健
康
診
査
を
行
っ
た
結
果
、

む
し
歯
の
な
い
子
は
６
人
で
し
た
。

健
康
づ
く
り
は 

朝
が 

い
ち
ば
ん

子
ど
も
の
む
し
歯
を
防
ぐ
た
め
に

自分で磨いた

後は仕上げ磨きを

してもらおうね。

福地�陽
ひい

菜
な

ちゃん
（高目）

すごいな！むし歯のない子

足立�爽
そう

輝
き

くん
（森野）

五十嵐�陽
ひな

太
た

くん
（西林）

齋藤�魅
み

白
しろ

くん
（上小島）

伊藤�琉
る い

生くん
（下小屋）

伊藤�凪
な ぎ

汐くん
（西原）
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歯
科
４
団
体
に
よ
る

食
育
推
進
宣
言

　

歯
科
医
療
保
健
の
立
場
か
ら
食

育
を
広
く
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
日
本
歯
科
医
師
会
な
ど
の
歯
科

４
団
体
が
発
表
し
た
「
食
育
推
進

宣
言
」
に
は
、
『
食
は
、
命
の
源

で
あ
る
。
人
は
食
物
を
「
口
」
か

ら
取
り
込
み
、
十
分
に
咀そ

し
ゃ
く嚼

す
る

こ
と
に
よ
っ
て
身
体
の
栄
養
の
み

な
ら
ず
５
感
を
通
し
た
味
わ
い
や

く
つ
ろ
ぎ
な
ど
の
心
の
栄
養
を
得

る
。
ま
た
、
食
物
の
知
識
と
「
食

べ
方
」
を
通
し
て
健
全
な
心
身
の

糧
と
な
り
、
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
こ
と
が
可
能
と
な
る
』
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
歯
や
口
の
健
康
と

食
育
は
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

歯
と
口
の
健
康
を
維
持
し
、
十
分

に
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
が
健
康
で

豊
か
な
生
活
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

噛か

ミ
ン
グ
30

　

噛
ミ
ン
グ
30(

カ
ミ
ン
グ
サ
ン

マ
ル)

は
、
一
口
30
回
以
上
噛
む

こ
と
で
よ
り
健
康
な
生
活
を
目
指

す
運
動
で
す
。
こ
の
運
動
で
は
、

５
感
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と

で
お
い
し
さ
を
よ
り
深
く
味
わ
い
、

安
全
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て

ゆ
っ
く
り
食
事
を
楽
し
む
こ
と
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。

年
齢
ご
と
の
食
育

乳 

幼
児
・
学
童
期
＝
食
べ
方
を
育

て
る
（
歯
・
口
の
機
能
の
発
達

に
応
じ
た
食
べ
方
を
習
得
し
ま

し
ょ
う
）

成 

人
期
＝
食
べ
方
で
健
康
を
維
持

す
る
（
食
べ
方
で
生
活
習
慣
病

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
）

高 

齢
期
＝
食
べ
方
で
活
力
を
維
持

す
る
（
口
腔
機
能
を
維
持
し
、

　

�

誤
え
ん
、
窒
息
な
ど
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
）

噛か

む
＝
ひ
と
が

4

4

4

す4

き4

ひ 

：
肥
満
を
防
ぐ
＝
満
腹
中
枢
が

刺
激
さ
れ
、
早
め
に
満
腹
感
が

得
ら
れ
ま
す

と 

：
糖
尿
病
を
防
ぐ
＝
血
糖
値
の

上
昇
が
緩
や
か
に
な
り
ま
す

が 

：
が
ん
を
防
ぐ
＝
だ
液
の
分
泌

を
促
し
、
発
が
ん
物
質
の
作
用

を
抑
制
で
き
ま
す

す 

：
ス
ト
レ
ス
発
散
＝
集
中
力
を

高
め
、
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
し
ま
す

き 

：
記
憶
力
ア
ッ
プ
＝
脳
が
刺
激

さ
れ
、
頭
の
働
き
が
活
性
化
し

ま
す

作り方
①�ゴボウの皮は包丁の背でこするよう
に薄く削り取り、４㎝長の千切りに
する。ニンジンも千切りにし、カイ
ワレ大根は根を取り除き半分に切る。

②�沸騰したお湯でゴボウとニンジンを
１分ゆで、カイワレ大根を加えたら
すぐザルに取り、冷ます。

③�Ａを混ぜ合わせ、しっかり水を切っ
た②を加え、あえる。

＊�今の時期のゴボウはあくが少なく、
さっとゆでるだけでおいしいですよ

材料（２人分）
　�ゴボウ� ½本
　ニンジン� ⅓本
　カイワレ大根� ¼パック
　　　マヨネーズ� 大さじ１
　　　ヨーグルト� 大さじ１
　
Ａ
　みそ� 小さじ½

　　　すりゴマ(白)� 小さじ１

調理時間 
５～６分

良く噛んで、
　

おいしく食べ
た

後にはしっか
り

歯を磨こう！

みそとヨーグルトが隠し味♪

噛
か

むほどにおいしい
新ゴボウのぽりぽりサラダ



Nishiaizu 　14

　

５
地
区
対
抗
球
技
大
会
を
５
月
３
日
、

新
緑
の
さ
ゆ
り
公
園
多
目
広
場
で
開
催
し

ま
し
た
。
例
年
７
月
の
第
１
週
に
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
５
月
の
連
休
に
開

催
と
な
り
、
初
夏
の
爽
や
か
な
青
空
の
下
、

選
手
は
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
参
加
チ
ー
ム
が

少
な
く
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
４
年
ぶ
り
に

新
郷
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
５
地
区
全
て
の

チ
ー
ム
が
出
そ
ろ
い
ま
し
た
。

　

試
合
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

行
わ
れ
、
好
プ
レ
ー
・
珍
プ
レ
ー
の
た
び

に
両
チ
ー
ム
か
ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

決
勝
は
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち
進
ん

だ
野
沢
チ
ー
ム
と
尾
野
本
チ
ー
ム
の
対
決

と
な
り
、
両
チ
ー
ム
と
も
初
回
か
ら
点
を

取
り
合
う
白
熱
し
た
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

手
に
汗
握
る
攻
防
は
３
回
表
を
終
え
た

と
こ
ろ
で
試
合
終
了
時
刻
を
迎
え
、
激
戦

の
末
、
19
対
11
で
野
沢
チ
ー
ム
が
優
勝
の

栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

シラネアオイなど２２７点

春の野草展
　生涯学習発表会実行委員会では、５
月７日、８日の両日、町公民館で「春
の野草展」を開催しました。
　今回の野草展には、町野草会の会員
が昨年を上回る２２７点の野草を出展
し、かれんに花を咲かせたシラネアオ
イやヒメシャクナゲ、サルメンエビネ
など、鉢に凝縮された自然の美が来場
者を魅了しました。
　また、会場のコケ玉作り体験コー
ナーでは親子連れなどがコケ玉作りに
挑戦し、思い思いのコケ玉を楽しそう
に作っていました。
　２日間で町内外から約１２０人の野
草愛好家が訪れ、会員が丹精込めて育
てた野草を一点一点、熱心に観賞して
いました。

▲

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ

▲優勝した野沢チーム

打
撃
戦
を
制
し
野
沢
チ
ー
ム
が
優
勝

５
地
区
対
抗
球
技
大
会
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　ここでは西会津中学校の生徒の皆さんに、自分
が思い描く夢や目標を話してもらっています。今
月は３年・矢部有輝さんです。

わたしの夢―
　｢僕は将来、理学療法士になりたいと思っていま
す。そう思うようになったきっかけは、テレビでリ
ハビリに励むスポーツ選手を見たことです。必死に
リハビリする姿を見て、そういった人を支えたいと
強く思いました。苦しいリハビリを少しでも軽減し
てあげられるような理学療法士になりたいです」

努力していること―
　｢部活も勉強も手を抜かず、一生懸命取り組む
よう心掛けています｣

未来の自分に一言―
　｢やりたい仕事に就けましたか。つらいことが
あっても一生懸命頑張ってください」

聞いて！
わたしの夢

サッカー部  部長

矢部�有
ゆう

輝
き

 さん

作
品
名
『
樹��

～
生
き
る
～
』

作
品
紹
介
『
冬
の
終
わ
り
に
野
沢
の
ま
ち
な
か
で
見

つ
け
た
桜
の
老
木
を
描
き
ま
し
た
。
表
皮
や
コ
ケ
な

ど
か
ら
、
長
い
年
月
を
た
く
ま
し
く
生
き
続
け
る

力
強
さ
に
感
動
し
、
そ
の
姿
を
表
現
し
ま
し
た
』

町民

ギャラリー
今月は、絵画クラブ

佐藤��惠
けい

子
こ

 さんの作品です。

趣味は？
　読書、工作
特技は？
　傾聴、思いついたことを形にする
熱中していることは？ 
　小・中学生への読書推進活動
最近感動したことは？ 
　中学生の子どもたちが駅伝で頑張って
いる姿を見て、感動し涙が出ました。

自分を一言で表現するとしたら？
　順応性が高い
あなたのモットーは？
　興味のあることには、とりあえ
ずチャレンジしてみる
これからやってみたいことは？
　運動不足解消にスポーツをしたい
次の方を紹介してください
　Ｃ・Ｍさん（森野）

齋藤��奏
かな

子
こ

 さん [堀越]

三
み と め

留  祐
ます

美
み

 さん（５月号）からメッセージ
　いつもお世話になっています。これからも楽しく！｢おはなしの会｣よろしくお願
いします。

町民

バトンタッチ

宝
物
は
？
『
大
好
き
で
尊
敬

し
て
い
る
祖
母
と
の
写
真
と
、

子
ど
も
の
頃
に
好
き
だ
っ
た

絵
本
。
祖
母
の
よ
う
な
か
わ

い
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
る

こ
と
が
目
標
で
す』
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今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
の
表
紙

は
、
５
月
８
日

に
開
催
さ
れ
た

寺
前
自
然
塾
主

催
の
「
菜
の
花

ま
つ
り
」
か
ら
。

「
自
然
に
響
く

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

コ
ン
サ
ー
ト
」

と
題
し
、
菜
の

花
畑
の
中
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
演

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
空
の
下
、

無
限
に
広
が
る
よ
う
な
音
色
が
響

き
、
来
場
し
た
皆
さ
ん
は
静
か
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。[

表
紙

の
男
性
＝
本
宮
市
出
身
で
二
本
松

市
在
住
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
・

Ｎ
ｏ
ｂ
ｙ
（
ノ
ビ
ー
）
さ
ん]

　

４
月
30
日
に
須
刈
岳
、
５
月
３

日
に
高
陽
山
で
山
開
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
で
17
回
目
と
な
る
須
刈
岳

の
山
開
き
に
は
、
町
内
外
か
ら
約

１
６
０
人
の
登
山
フ
ァ
ン
が
参
加

し
、
木
漏
れ
日
が
差
す
登
山
道
を

散
策
し
な
が
ら
山
頂
を
目
指
し
ま

し
た
。
今
年
は
雪
解
け
が
早
か
っ

た
た
め
、
例
年
は
ま
だ
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
イ
カ
リ
ソ
ウ
や
タ
チ

ツ
ボ
ス
ミ
レ
な
ど
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

高
陽
山
の
山
開
き
に
は
約
２
０

０
人
が
参
加
し
、
例
年
に
な
く
青
々

と
茂
っ
た
ブ
ナ
や
ナ
ラ
の
新
緑
を

楽
し
み
ま
し
た
。
高
陽
山
は
、
中

盤
か
ら
頂
上
ま
で
急
こ
う
配
が
続

く
中
級
者
向
け
の
山
で
す
が
、
急

こ
う
配
を
登
り
切
っ
た
後
の
飯
豊

連
峰
の
眺
望
は
格
別
で
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
飯
豊
連
峰
を
バ
ッ
ク

に
記
念
撮
影
を
し
た
り
、
食
事
し

た
り
し
な
が
ら
残
雪
の
山
頂
を
満

喫
し
ま
し
た
。

西
会
津
の
大
自
然
を
肌
で
感
じ
る

須
刈
岳
と
高
陽
山
で
山
開
き

西
会
津
の
大
自
然
を
肌
で
感
じ
る

編   

集   

後   

記

　

暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
活

動
的
な
季
節
で
す
ね
。
こ
の
時
期

は
毎
週
末
に
何
ら
か
の
催
し
が
あ

り
、
バ
タ
バ
タ
と
取
材
に
追
わ
れ

て
い
ま
す
。
な
る
べ
く
多
く
の
催

し
に
参
加
し
、
そ
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

広
報
担
当　

長
谷
川
祐
一

須刈岳山開き須刈岳山開き
高陽山山開き高陽山山開き


